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補助事業名 平成30年度 ｵﾌｨｼｬﾙﾒｶﾆｯｸｻﾎﾟｰﾄﾄﾗｯｸ開発研究事業補助事業 

補助事業者名 一般財団法人 日本自転車普及協会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

・２０２０年東京五輪開催に向け、我が国自転車競技界と選手支援体制の強化に貢献

すること。 

・大会現場で、フレーム溶接も含めあらゆる自転車整備・加工に対応できる「移動救

急病院」的メカニックサポートを出場全選手に公平に提供するオフィシャルサポート

体制を確立し、自転車競技の振興に技術的に寄与すること。 

 

（２）実施内容 

オフィシャルメカニックサポートトラック開発研究事業 

(http://www.bpaj.or.jp/?tid=101376) 

ＴＯＪ他レース会場で「あらゆるメンテナンスを全て現場で対応できる能力を備

えたメカニックサポートトラックを開発すること」をテーマに開発を行った。 

４ｔロングボディトラック１台の限られた空間を最大限に活用し「移動救急病院

的」車両を開発。細部に亘る工夫を始め、過酷な使用に耐える強靭な車体に新機能

の開発を行った。 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

現時点で、「２０１９ツアー・オブ・ジャパン」、「第１６回乗鞍スカイラインヒル

クライム２０１９」、「第５４回全国都道府県対抗自転車競技大会」への出動要請を

受けている。特に鹿児島県での都道府県対抗大会については、平成３１年３月１９

日～２３日に開催された「全国高等学校選抜自転車競技大会」会場において、鹿児

島県自転車競技連盟関係者から、現場で直接出動要請を受けた。この一例のように、

 

メカニックトラック外観 
 

メカニックトラック装備器材 

http://www.bpaj.or.jp/?tid=101376


自転車競技会場において全選手に対して、本トラックとメカニックによりあらゆる

修理と必要なパーツの現場加工を行い、公平な競技が行える体制を提供する。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

オフィシャルメカニックサポートトラック開発研究事業報告書 

 (http://www.bpaj.or.jp/file_upload/101376/_main/101376_01.pdf) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人 日本自転車普及協会 

（イッパンザイダンホウジン ニホンジテンシャフキュウキョウカイ） 

住  所： 〒141-0021 

東京都品川区上大崎3丁目3番1号 

代 表 者： 会長 石黒 克巳（カイチョウ イシグロ カツミ） 

担当部署： 事業課 （ジギョウカ） 

担当者名： 課長 村山 吾郎 （カチョウ ムラヤマ ゴロウ） 

電話番号： 03-4334-7952 

F  A  X： 03-4334-7957 

E - m a i l： jifukyo@jifu.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.bpaj.or.jp/ 
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